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・ 適用活動
建設業(土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業）
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9 ） レポートの対象期間及び発行日

レポート対象期間 ： 2021年7月～2022年6月
レポート発行日 ： 2022年9月30日　発行　

１.　組織の概要及び対象範囲

事業者名及び代表者名
株式会社　七組
代表取締役　　岩本 倫尚

所在地
〒883-0062
宮崎県　日向市　大字日知屋字塩田16198

環境管理責任者及び事務局
ＥＡ-21責任者 甲斐　恭紀

連絡先
連絡担当者 甲斐　恭紀

0982-52-3824
0982-53-3893
nanakumi@tiara.ocn.ne.jp

事業活動の内容
建設業（土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業）

事業規模

項目 単位 2019年 2020年 2021年

売上高 万円 17,724万円 27,337万円 15,619万円
工事件数 件 4 6 4
従業員数 人 8 8 8
床面積 ｍ2 40 40 40

敷地面積 ｍ2 120 120 120

対象範囲（全組織・全活動）
適用組織の所在地

本社 宮崎県　日向市　大字日知屋字塩田16198
土場 宮崎県　日向市　大字日知屋字前畑16582

ＥＡ-21推進組織図

会長 代表取締役
（岩本　健司） （岩本　倫尚）

eco action 21　責任者

（甲斐　恭紀）

常務
（岩本　和美）

土木部長 経理部長 ea21責任者
（本間　康寛） （世良　桂子） （甲斐　恭紀）
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諸事業において環境に与える影響を削減させるため次の事項について優先的に

2.　環境方針

環境方針

　私達は、事業活動が環境・社会に与える負荷を認識すること。そして、資源循環型社会の構築に

④ 積極的な環境保全提案による、環境配慮型工事施工の推進。

⑤

この環境方針は当社全従業員に周知徹底するとともに、一般に開示いたします。

2020 年

努めることを最優先課題として位置付けて、当社の事業活動のあらゆる分野において、

株式会社 七 組

環境保全に取り組みながら広く社会に貢献します。

1 . 我社は建設業活動を通じ、環境経営マネージメントを構築し環境目標・環境活動計画

を定め継続的な改善に努めます。

2 . 関連する環境の法規等を遵守するとともに、行政機関・団体・地域等の要請に協力・

取り組みます。

① 電気使用量・化石燃料使用量の節減による二酸化炭素排出量の削減。

対応します。

3 .

② 建設現場や事業所から排出される、一般及び産業廃棄物の削減及び適切な処理。

③ 節水活動による水使用量の削減。

事務所・建設現場等でのグリーン購入の推進

4 . 環境保全に関する啓蒙・啓発と地域での社会貢献活動に努めます。

9 月 1

岩 本 倫 尚代表取締役

日



2021年度より、18年度～20年度の実績の平均値を基準とした目標を設定し、運用しています。

＊購入電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力の０．371を使用しています。

2023年度目標

（基準値）

（1%削減） （2%削減） （3%削減）

３.環境目標

取組項目
18～20年度実績の平均 2021年度目標 2022年度目標

（基準値比） （基準値比）

1.　二酸化炭素排出量の削減 区分
(Kg-CO2)

①電気使用量
事務所 13,191.3 kWh

13,058.8 12,926.9 12,795.2

　　　　　　　の削減 （1%削減） （2%削減） （3%削減）

②ガソリン使用量 事務所 3,034.8 L 3,003.9 2,973.5 2,943.2

　　　　　　　の削減 現場 7,143.1 L 7,070.9 6,999.5 6,928.3
全社 10,177.9 L （1%削減） （2%削減） （3%削減）

③軽油使用量
現場 23,085.4 L

22,854.2 22,623.2 22,392.3

　　　　　　　の削減 （1%削減） （2%削減） （3%削減）

全社
一般廃棄物の廃棄 115.0kg 112.8kg 110.1kg

2.　一般廃棄物の削減と 118.7 kg （2%削減） （4%削減） （6%削減）

産業廃棄物の再資源化
現場 建設副産物の廃棄

設計書どうりの 設計書どうりの 設計書どうりの
処理 処理 処理

3.　水資源使用量の削減
事務所 407.8 m3

399.1 390.8 382.9
（2%削減） （4%削減） （6%削減）

4．環境保全施工提案推進 全社 4回 4回/年 4回/年 4回/年

5.　環境保全活動の推進 全社 2回 2回/年 2回/年 2回/年

6.グリーン購入の推進 全社 年間を通しての現場資材・事務所での購入品の環境配慮情報の収集・

エコマーク商品の優先的購入
*　産業廃棄物（建設副産物）は工事の件数や工種によって大きく左右されるため、『設計書どうりの廃棄』
　　『廃掃法を遵守した廃棄』を行うことを活動目標として取組んでいます。

４.環境目標の実績
環境目標に対する達成状況は以下の通りです。

取 組 項 目
21年度目標値 21年度実績

達成率(%) 判定
（年間） （年間）

1.　二酸化炭素排出量の削減 ｋｇ-CO2 87182.2 ｋｇ-CO2 64130.0 ｋｇ-CO2 135.9 ○

①電力使用量 電力使用量
全社 13058.8 kWh 12808.0 kWh 102.0 ○

の削減 1％削減
①ガソリン削減 事務所 3003.9 L 2644.2 L 113.6 ○

1％削減
現場 7070.9 L 6715.9 L 105.3 ○

②燃料使用量 全社 10074.8 L 9360.1 L 107.6 ○
の削減 ②軽油削減

全社 22854.2 L 14598 L 156.6 ○
1％削減

①廃棄物の削減
事務所 115.0 ｋｇ 110.2 ｋｇ 104.4 ○

2.　一般廃棄物の削減と 2％削減
産業廃棄物の再資源化 ②建設副産物の

現場
仕様書どうり処理する。 全て仕様書どうりの

○
再資源化 　　　処理をしました（ 244.6ｔ）

3.　水資源使用量の削減
事務所

事務所 399.1 ｍ3 430.0 ｍ3 92.8 ×
2％削減

4.　環境保全施工提案推進 提案件数の確認 4回/年間 2回/年間 ○ ○
①事務所周辺の

2回/年間

事務所周辺の清掃実施
環境ボランティアへの参
加　国有林内の清掃実施
社内での植樹活動

○ ○

　清掃
5.　環境保全活動の推進 ②現場周辺の

　清掃
③環境ボランティア
　活動
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6.　グリーン購入の推進
①グリーン商品情報収集

年間
エコマーク商品・エコ
マーク認定資材購入

○ ○
②グリーン商品の優先的購入

（基準値比）



廃棄物の分別計量と記録
社内資料の裏紙使用、両面・集約コ
ピーの利用などに取り組んでいる。廃
棄物の分別に関しても可燃物・不燃
物・裏紙等ゴミ箱分けて設置している。

EA21管理責任者

3.燃料使用量削減

現場への乗り合わせの実施
岩本和美

日常点検の実施(エンジン。空気圧等)

段取り良い前準備で折り返し運行の撲滅

エコドライブの徹底(アイドリングストップなど)
工事の受注状況により、目標は達
成できたが、今後もエコドライブを
続けてほしい。

５.環境活動計画と取組結果及びその評価

評価　　　○・・・遵守されている　　△・・・一部遵守されていない　　×・・・遵守されていない

項　目

雨水等の利用 世良桂子

4.廃棄物の削減

活動実施項目 取組み結果とその評価 推進責任者

1.電気使用量削減不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底
今年度も猛暑続きであったが、電
気使用量は目標を達成することが
出来た。服装の工夫などの取組が
よかった。 経理部

未使用時のパソコン等の電源オフによる待機電力の削減

空調温度管理(設定温度遵守)夏場28℃　冬場22℃
世良桂子

照明器具・エアコンの定期的な点検・清掃

扇風機の使用・服装の工夫による空調管理

2.燃料使用量削減エコドライブの徹底(アイドリングストップなど)
工事の受注状況により、目標は達
成できたが、今後もエコドライブを
続けてほしい。

常務
（ガソリン）

土木部長
（軽油） 重機の定期点検整備の実施

重機のフルパワー操作の抑制運動の推進
本間康寛

低燃費型の機械導入を推進

（一般廃棄物） コピー用紙などの削減(ペーパーレス化、裏紙使用など)

甲斐恭紀
資源梱包材の業者持帰り依頼

5.建設副産物の 残余材の再利用の促進
現場で使用する建設資材(杭・丁張
板等）はできる限り再利用してい
る。富島高校現場での既設ネット
の再利用の提案 土木部

再資源化率の向上残余材が発生しないようにこまめな発注と在庫管理の徹底

できるだけリサイクルのための分別をしている 本間康寛

6.水資源使用量 節水シール等の表示
節水シールの貼り付けによる意識
の高揚、現場・土場での雨水利用
等、できるかぎり節水にとりくんで
いる。 経理部

の削減 こまめな蛇口開閉による節水

7.環境配慮型施工現場での環境配慮型重機(騒音規制・低排出)の使用
すべての現場において、環境配慮
型の重機を使用している。また、創
意工夫において、種子散布等、緑
化に取組んでいる。

EA21管理責任者の推進 各現場での騒音・振動・粉塵・濁水などの予防に努める

工程管理の徹底で、工期短縮に取り組む

甲斐恭紀
創意工夫による植樹等の提案・実施

8.環境保全の 事務所周辺の清掃活動
11月に自社主催の植樹を実施。ま
た国有林ボランティア、道路清掃活
動等に参加。

EA21管理責任者

取組推進 現場周辺の清掃活動

甲斐恭紀
地域ボランティア活動参加

9.グリーン製品の
使用 環境配慮商品の情報収集

近年現場資材等もエコマーク商品
が増えてきている。 EA21管理責任者

環境配慮商品の優先的購入
甲斐恭紀



1.電気使用量削減 不在箇所、昼休みなどの電気消灯の徹底

経理部

６．次年度の取組内容

項　目 活動実施項目 推進責任者

未使用時のパソコン等の電源オフによる待機電力の削減

空調温度管理(設定温度遵守)夏場28℃　冬場22℃
世良桂子

照明器具・エアコンの定期的な点検・清掃

扇風機の使用・服装の工夫による空調管理

2.燃料使用量削減 エコドライブの徹底(アイドリングストップなど)
常務

（ガソリン） 現場への乗り合わせの実施

岩本和美日常点検の実施(エンジン。空気圧等)

段取り良い前準備で折り返し運行の撲滅

3.燃料使用量削減 エコドライブの徹底(アイドリングストップなど)

土木部
（軽油） 重機の定期点検整備の実施

重機のフルパワー操作の抑制運動の推進
本間康寛

低燃費型の機械導入を推進

4.廃棄物の削減 廃棄物の分別計量と記録

甲斐恭紀（一般廃棄物） コピー用紙などの削減(ペーパーレス化、裏紙使用など)

資源梱包材の業者持帰り依頼

5.建設副産物の 残余材の再利用の促進

土木部
再資源化率の向上 残余材が発生しないようにこまめな発注と在庫管理の徹底

本間康寛
できるだけリサイクルのための分別をしている

6.水資源使用量 節水シール等の表示

経理部
の削減 こまめな蛇口開閉による節水

世良桂子
雨水等の利用

7.環境配慮型施工 現場での環境配慮型重機(騒音規制・低排出)の使用

甲斐恭紀
の推進 各現場での騒音・振動・粉塵・濁水などの予防に努める

工程管理の徹底で、工期短縮に取り組む

創意工夫による植樹等の提案・実施

9.グリーン製品の使用
環境配慮商品の情報収集

甲斐恭紀
環境配慮商品の優先的購入

8.環境保全の 事務所周辺の清掃活動

甲斐恭紀取組推進 現場周辺の清掃活動

地域ボランティア活動参加



当社の事業に関する環境関連法規を毎年1回取りまとめ、その遵守状況確認を年間4回実施
していますが、違反はありませんでした。クレームや提訴などもありませんでした。
尚、現場での遵守状況は、安全パトロール中や工程会議・安全会議時などで常に確認しています。

本年度は水の使用量が目標達成することができなかった。
工事受注が少なく、例年と比較することは難しいが、今後とも、環境配慮への意識をしっかりともって
活動を継続してほしい。

７.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

　並びに違反、提訴等の有無

８.代表者による全体の評価と見直し結果
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